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京都ノートルダム女子大学 研究 紀要 要項
（名称）
第１条　この紀要の名称は、「京都ノートルダム女子大学研究紀要」（英文名称 Bulletin of 
Kyoto Notre Dame University）とする。
（発行）
第２条　この紀要は、京都ノートルダム女子大学（以下「本学」という。）における研究・
教育の成果を発表する学術研究誌であり、年１回以上の発行を原則とする。
２　発行は紙媒体（B５判）による。
（編集）
第３条　この紀要は、本学図書館情報センター委員会（以下「委員会」という。）の共同責
任制の下に編集される。
（執筆資格）
第４条　単著の場合の執筆者は本学教職員とする。
２　共同執筆の場合は、第一執筆者は本学教職員とする。 
３　執筆者名はあらかじめ申し込み時に明記する。投稿原稿の執筆者名は申し込み時と同
一とする。
（投稿）
第５条　投稿論文は、紀要同一号に対して１人１篇を原則とする。ただし、共同執筆の場
合はこの限りではない。
２　執筆申込期日は別途定め、投稿論文の提出は委員長宛に行うものとする。
（原稿の種類）
第６条　投稿原稿は、未公刊の原著学術論文、研究ノート、資料のいずれかとする。論文
は、研究目的、方法、結論が明確で学術的に価値ある知見を含むものとする。研究ノー
トは、限定された部分の発見や研究上の問題提議など、論文としてはまとまらないもの
であっても報告する価値のあるものとする。資料は、調査、統計、実験などの結果の報
告で、研究の資料として役立つものとする。なお、委員会の依頼に基づく総説、公的な
報告、資料の類はこの限りではない。
（原稿の構成）
第７条　論文１篇の長さは、本文、図版、図表等を含めて、邦文の場合刷り上がり12頁以
内（刷り上がり１頁で 1,470字に相当）とする。欧文の場合は 6,000語以内とする。
２　邦文原稿には必ず英文の表題を付する。また、英文のアブストラクト（100語以内）を
付けることが望ましい。その場合の英文については、委員会が委嘱した校閲者が執筆者
と協議することがある。
３　英文原稿は、APA、MLA方式等の標準的な方式を基準とする。
４　執筆要領は、別に定める。
（倫理的配慮）
第８条　倫理的配慮を要する原稿に関しては、投稿原稿に利用したデータや事例等につい
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て、研究倫理上必要な手続きを経ていることを本文または注に明記すること。
（原稿の提出）
第９条　原稿は、完全原稿とし、３部を提出する（ただし２部はコピーしたものでよい）。
閲読後、電子データを提出する。
２　原稿の提出期日は別途定め、原稿の提出は委員長宛に行うものとする。提出締切日を
過ぎて投稿された原稿、および著しく不備のある原稿は、原則として受け付けない。
（閲読）
第10条　原稿は委員会委員及び委員会により委任された者が閲読する。原稿の採否は委員
会において決定する。委員会は、閲読の結果、原稿内容の加除、修正を求めることがで
きる。
（校正）
第11条　校正は執筆者の責任において行い、再校までとする。校正に際して原文の変更又
は追加は原則として認めない。
（執筆者への提供）
第12条　掲載論文の執筆者に対しては、紀要３部と抜刷30部を無料で提供する。これを越
える部数については執筆者の実費負担とする。
（著作権）
第13条　掲載された論文などの著作権は、京都ノートルダム女子大学図書館情報センター
委員会に帰属する。ただし、執筆者自身が使用する場合はその限りではない。
（公開）
第14条　この紀要の全部又は一部を本学学術機関リポジトリにおいて公開するものとし、
「京都ノートルダム女子大学学術機関リポジトリ運用規程」にしたがい、手続きを行うも
のとする。
附　則
　　この要項は平成10年７月15日から施行する。
附　則
　　この要項の改正は、平成12年１月19日から施行する。
附　則（平成21年２月25日改正）
　　この要項は、平成21年４月１日から施行する。
附　則　（平成23年１月25日改正）
　　この要項は、平成23年４月１日から施行する。
附　則　（平成23年12月27日改正）
　　この要項は、平成23年12月27日から施行する。
附　則　（平成24年12月26日改正）
　　この要項は、平成25年４月１日から施行する。
附　則　（平成25年10月22日改正）
　　この要項は、平成25年11月１日から施行する。
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編集後記
平成25年度に芹田健太郎新学長が着任され、多少組織変更されたことに伴い、今
年度より本学の『紀要Jは図書館情報センター委員会で編集をすることになり、館
長がこの編集後記を執筆することになりました。
私自身、大学の教員は研究が本分であると言い聞かされてこの世界に入ったので
ありますが、少子化で学生確保と卒業後の進路先に至るまで、様々な大学運営に時
間を費やすことを強いられるようになりました。そのため、会議や運営に関わる雑
事など研究以外に時間を割治、れ、特に後期は学関祭、入試・広報等の大学行事が目
白押しで、先生方も週末のお休みがほとんどないまま、また次の週が始まったと思
います。文部科学省は大学教員の研究は当然のことのように言いますが、研究を続
けるということがいかに困難な時代であるかを痛感する日々でございます。このよ
うな厳しい職場環境の下、今回御執筆下さった先生方全てに深い敬意を表したいと
存じます。しかも 3学部4学科から万遍なくご提出頂けたので、学際色を出すこと
ができ、大変嬉しく思いました。改めて心からお礼申し上げます。また来年に向け
て時聞を遣り繰り頂き、より多くの先生方からご寄稿下さいますようお願い申し上
げます。
2014(平成26)年3月
図書館情報センター委員会
(図書館情報センター図害館長)
委員長須川いずみ
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須川いずみ岩崎れい石井浩子神月紀輔
京都ノートルダム女子大学研究紀要 第44号
2014(平成26)年3月30日発行
編集兼発行者京都ノートルダム女子大学
干606・0847 京都市左京阪下鴨南野々神町l
Tel (075) 781-1173 Fax (075) 706 -3707 
印 刷 所新日本プロセス株式会社
干601-5688 京都市南区吉祥院石原上川原町21番地
Tel(075)661-5688 F砿 (075)66ト 5189
BUILETIN 
OF 
Kyoto No仕eDame University 
(KYOTO NOTORUDAMU ]OSHI DAIGAKU KENKYU KIYO) 
Number44 March 2014 
Contents 
Retrospective 
Adapting to Change in an Academic Environment:… ・…・… ・・・・… PETERSON Gregory 1 
Intercultural Communication and Information Technology 
Articles 
Classroom Observations of Arabic Language Courses in Tunisia: What is a "Good Class"? 
. SUMI M. Akiko. TAKANASHI Tsuneo. MORIGUCHI Akemi. HATASHITA Hitomi. KITSUDO Hirofumi 11 
A Study about the Nurture of Morality in Music Education …...…・.....KOBA Y ASHI Tazuko 25 
Qualitative Research on the Psychological Understanding of and 
Support for Borderline Personality Disorder …ー …………ー ・…・…・・・……TAN AKA Motoki 37 
-A Case Study of Osamu Dazai. from the Standpoint of Interpretive Phenomenology-一
The Background and Basic Assumptions of CLIL .…… …・・・-…....・H ・…OKIHARAKatsuaki 49 
A Comparison of Food Choice Motivations betwe巴nElderly Males 
and Females: Using the Mean Structure Model .…・・・…・・・…・…・…・…・・… KA TO Sachiko 61 
Daytime Activity Support of Disabled Adults: Current Status and Issues'"…... Y AJIMA Masako 75 
The Change of the Concept of Citizenship: ・・…........… …・・・…・・...….......・H ・...…ONOJunko 89 
The Validity of T.H.Marshall's Concept of Citizenship Today 
Kawai Suimei and Symbolism: …..… …・・…・・・…-… …・ー …・….NAGANUMA Mitsuhiko 112 
The Role of Kawai Suimei in Popularizing Symbolism 
Published 
by 
同'0ωNo仕'eDame University 
1 Minami-Nonogami-Cho， Shimogamo， Sakyo・Ku
Kyoω，Japan航路・0847
